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東濃地科学センターにおける

深地層の科学的研究の現状

－超深地層研究所計画を中心として－

東濃地科学センターにおける

深地層の科学的研究の現状

－超深地層研究所計画を中心として－

地層処分技術に関する研究開発報告会
ー実施段階を迎えた研究開発の新たな展開ー

平成14年1月23日
　

核燃料サイクル開発機構

武田 精悦

東商ホール

報告内容

1．はじめに

2．研究の課題

3．研究の現状

(1) 広域地下水流動研究

(2) 東濃鉱山における調査試験研究

(3) 地質環境の長期安定性に関する研究

(4) 超深地層研究所計画

4．まとめ



東濃鉱山での調査試験研究

東濃地科学センターで実施している
地層科学研究

広域地下水流動研究 超深地層研究所計画

地質環境の長期安定性研究

RE STEC �/�PNC�Tono�Geosc ience�CenterC

      JNC

      JNC

★★★★

国道21号線

瑞浪駅

松野湖 日吉川
可児川

土岐市

御嵩町

瑞浪IC

土岐川

国道19号線
至名古屋

至岐阜

★★★★

0 1 2 km3 4 5

瑞浪市
土岐市駅

土岐IC

東濃地科学センター 東濃鉱山

至中津川

超深地層
研究所計画
(正馬様用地)

広域地下水流動研究に
おける研究実施領域

岐阜県

中央自動車道

地層科学研究の研究実施領域



研究の課題

○ 実際の地質環境条件を適切に考慮した設計，

シナリオに基づく評価

○ 地質環境の長期にわたる変化を考慮した評価

○ 地表から地下深部までの調査の体系化

○ 深部地質環境データの蓄積
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(1) 広域地下水流動研究
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岩盤の力学的安定性－
－● 坑道周辺の地質環境　
－● 岩盤中の物質移動　
－● 月吉断層　

調査坑道

瀬戸層群
(未固結堆積物)

瑞浪層群
(堆積岩類)

月吉断層

掘削深度
500 m

調査立坑
第２立坑 通気立坑

土岐花崗岩

～～～～

NNNN

ウラン濃集部50 m

【研究内容】

(2) 東濃鉱山における調査試験研究
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過去の地質環境の変遷が堆積岩中のウランの
移行・遅延に及ぼした影響の評価

岩盤中の物質移動

月吉断層

安全評価手法の信頼性向上

長期安定性研究

東濃ウラン鉱床東濃ウラン鉱床

ナチュラルアナログ研究
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安定な地質環境

隆起・侵食

火山活動

地震・断層活動

気候・海水準変動

(3) 地質環境の長期安定性に関する研究
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地質環境の長期安定性に関する研究

・非火山地域の地温異常や
火山活動のメカニズムの解明

・地表付近における震源断層を
検出するための調査手法開発

・地形変化プロセスの
シミュレーション

「第2次取りまとめ」以降の課題

第四紀火山▲ 

震源分布● 

地震波低速度
帯(深度40km)

L

活断層－ 
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(4) 超深地層研究所計画

② 深地層における工学的技術の
基盤の開発

① 深部地質環境の評価のための
体系的な調査・解析・評価
技術の基盤の開発

全体目標
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超深地層研究所計画の進め方

2000

● 第1段階 (地表からの調査予測研究段階)

● 第2段階 (研究坑道の掘削を伴う研究段階)

● 第3段階 (研究坑道を利用した研究段階)

2005 2010 2015

① 地表からの調査・研究による地質環境モデルの構築

② 研究坑道の掘削に伴う深部地質環境の変化の予測

③ 研究坑道の詳細設計および施工計画の策定

① 研究坑道の掘削に伴う調査・研究による地質環境モデルの構築

② 第1段階における予測結果の妥当性評価

③ 研究坑道周辺における地質環境の変化の予測

① 研究坑道を利用した調査・研究による地質環境モデルの構築

② 第2段階における予測結果の妥当性評価

③ 深地層における工学的技術の有効性確認

年度
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統合化データフローの概要
生データ 解釈/データセット調査
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Na+-Ca2+-HCO3- タイプ
pH = 7～8

Eh ≒ -10 mV

方解石の溶解
イオン交換反応
黄鉄鉱の溶解など

土岐花崗岩
Na+-HCO3-タイプ

pH =8～10
Eh = -260～-385 mV

強還元帯

瑞浪層群

瀬戸層群

月吉断 層

Na+-Ca2+ -Fe2+-HCO3-

タイプ，pH ≒ 7

長石類の溶解
(pH ↑)

鉄，硫黄を含む
鉱物の溶解 (Eh ↓)

イオン交換反応

Na+-HCO3-タイプ
pH =8～10

Eh ≒ -300mV
年代 : 13,000～

15,000年

Na+-Ca2+-HCO3-タイプ
pH =7～8

ウラン鉱化 帯

Na+-HCO3-タイプ
pH ≒ 8

Eh ≒ 0mV

水理地質構造モデルと地下水流動解析

データの不確実性 モデルの不確実性



研究実施領域 (正馬様用地) 周辺の地質概要
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正馬様用地における地質断面
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反射法弾性波
探査測線

      JNC

正馬様用地で実施された調査・試験

〈ボーリング調査〉
物理検層，BTV，水理試験，
フローメーター検層，岩石鉱
物試験，年代測定，岩芯室内
物性試験，初期応力測定など

【地上物理探査】
反射法弾性波探査など

【ボーリング調査】
MIU-1,2,3,4号孔

【表層水理調査】
河川流量観測，気象観測，
表層地下水位観測など

【地下水圧観測】
MIU-1～3, AN-1,3号孔など
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黒
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主な情報：試錐孔(MIU-1,2)

地質構造モデルの改良過程
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N

月吉断層

複数の水理地質構造モデル化手法
による地下水流動解析

各コンセプトによる
解析結果の一例

複数の水理地質構造モデル化手法による
地下水流動解析

取りまとめ

連続体
連続体
不均質

ﾈｯﾄﾜｰｸ
ﾌﾗｸﾁｬｰ

ﾈｯﾄﾜｰｸ
ﾁｬﾝﾈﾙ

「不連続構造の水理特性および境界
条件に着目した地下水流動解析」

感度解析 感度解析 感度解析 感度解析

モデル化手法 ごとに着目した 要因に関する感 度解析

[地下水の移行経路]
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地下水の地球化学に関する研究
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土岐花崗岩における地下水の水質形成機構
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調査技術開発

高透水性
岩盤の場合

低透水性
岩盤の場合

難透水性
岩盤の場合

パッカー拡張

パルス試験

パッカー収縮

スラグ試験

揚水試験

スラグ試験

パルス試験

パルス試験

1,000m対応水理試験装置 水理試験の手順

測定区間

ボアホールテレビ

ポンプユニット

5連マルチ
パッカー

メインバルブ
ユニット

ロッド

インナープローブ

制御・解析装置
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深地層における工学技術に関する研究

研究坑道の設計例

中間ステージ

最深ステージ



      JNC

新用地 (市有地) の位置図
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市有地

市有地で活用するこれまでの成果
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研究のアプローチ

・統合化データフロー
・繰り返しアプローチ

地質環境モデル
・地質構造要素 (花崗岩) のコンセプト

－高透水部：風化部，上部割れ目帯，
断層に伴う割れ目帯

－低透水部：断層コア部，健岩部

調査技術
・試錐掘削技術

・試錐調査技術

－掘削水の管理，崩壊・湿潤・逸水・湧水対策など

－水理調査技術 (試験手順，品質管理)
－採水技術 (採水方法，品質管理)
－水みちとなる地質構造の抽出・分類技術

市
有
地
に
お
け
る
調
査
・
研
究
の
計
画
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まとめ (超深地層研究所計画)

1．地表からの調査研究による地質環境モデル

構築手法の見通し

2．研究坑道の掘削に伴う深部地質環境の

変化の予測

3．研究坑道の詳細設計および施工計画の策定

4．今後は新用地 (市有地) を主な対象として

調査研究を実施




